
小学校第６学年算数科学習指導案 

                     日時 平成２５年９月１７日（木）   

                     指導者 ６年担任 教諭 中島 公洋 

 

１ 単元名  場合を順序よく整理して 

 

２  単元について          

（１）ねらいについて 

本単元で扱う場合の数は、学習指導要領Ｄ数量関係（５）「具体的な事柄について、

起こり得る場合を順序よく整理して調べることができるようにする」に位置付けられて

いる。 
児童は、第４学年までに、資料を二次元表や図などに表して、分類整理して考える活

動を行ってきている。これらの活動の上に、本単元では、起こり得るすべての場合を順

序よく整理して列挙することができるようにすることをねらいとしている。また、本単

元で学習する、起こり得る場合を順序よく整理して調べる活動は、中学数学の「資料の

活用」における確率の学習につながる。 
起こり得る場合を順序よく整理して調べるときには、思いつくままに挙げていくので

は落ちや重なりが必ず起こってくる。そこで、数えるときには、あるきまりをつくり、

それに従って順序よく並べること、表や図、基本図形などに表すなどして見やすくする

ことが大切である。 
指導にあたっては、順序よく列挙して数えるときには、結果として何通りの場合があ

るかということを求めるだけでなく、整理して考える過程に重点をおく。日常生活での

具体的な事象に即して、図や表などを用いて表すなどの工夫をしながら順序よく調べて

いく態度を育てたい。 

 

（２）児童の実態について 

 

※  省略 

 

（３）指導にあたって 

○ めあてを確実に把握させるために、学習課題を身近な内容にし、学習意欲の喚起

を図っていく。また、めあてからまとめまでの思考の過程がつながるような板書の

仕方を工夫する。 
○ 自力解決の時間に考えたことを２～３人のグループで発表させ、友達の考えの良

い点やわかりやすかった点などについて伝え合い、思考の広がりを図っていく。 
○ 単元終末にゆうチャレンジの過去問題を活用し、知識・理解及び数学的な考え方

の定着を図っていく。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

  図や表を用いて、場合を順序よく整理して落ちや重なりのないように調べることがで 

きる。また、全部の中から条件に合ったものを見付けることができる。 

 

４ 単元の評価規準 

関心･意欲･態度 数学的な考え方 技能 知識･理解 

・具体的な事柄に即

して、図や表など

を用いて表すなど

の工夫をしなが

ら、落ちや重なり

がないように順序

よく調べていこう

としている。 

・具体的な事柄を整理

する際、落ちや重な

りがないように図や

表を適切に用いた

り、名前を記号化し

て端的に表したりし

て、順序よく筋道立

てて考えている。 

・具体的な事柄に

ついて、落ちや

重なりのない

ように、起こり

得る場合を順

序よく整理し

て調べること

ができる。 

・起こり得る場合を

落ちや重なりがな

いように調べるに

は、ある観点に着

目したり、図や表

などにかき表した

りするとよいこと

を理解している。 

 

５ 指導計画及び評価基準（９時間取扱い） 

時 学習活動 指導上の留意事項 関 考 技 知 評価基準・評価方法 

１ ４チームでの試

合の組み合わせを

図や表にかいて順

序よく整理して調

べる。 

４種類のものの中か

ら２種類を選んで組を

つくる組み合わせ等、

色々な場合を順序よく

整理させる。 

○   ◎ ４種類のものの中

から２種類を選んで

組をつくる組み合わ

せと、その場合の数

について、図や表を

使って理解すること

ができる。     

（観察、ノート） 

ＩＣＴ活用のポイント 

① 教師の活用 

・前時までの学習を振り返る際に電子黒板を活用し、学習内容を確認する。また、デ

ジタル教科書で本時の学習を提示し、学習意欲や関心を高める。 

・個人やグループの考えをかいたノートを実物投影機で映したり、ホワイトボードに

かかせたりして発表させる。 

② 児童の活用 

・練習問題を考える際に、タブレットＰＣを１人に１台ずつ渡し、課題解決に向けた

学習を行わせる。 

・数名の考えを電子黒板に映し出し、自分で説明させたり、友達が考えた図や表を別

の児童に発表させたりして考えを深めていく。 



２ 

本

時 

４種類のハンカ

チから３種類を選

ぶ組み合わせを、表

にかいて順序よく

整理して調べる。 

４種類のうち、選

ばない１種類に目

をつけて考える。 

４つの中から３つを

選んだり、５つの中か

ら４つを選んだりして

組をつくる場合につい

て、図や表を使って整

理させる。 

  ○ ◎ ４種類のものの中

から３種類を選んで

組をつくる組み合わ

せと、その場合の数

について、図や表を

使って理解すること

ができる。  

（観察、ノート） 

３ ３人でリレーす

る場面で、その順番

を図にかいて順序

よく整理して調べ

る。 

３つのものの並べ方

や４つのものの並べ方

と、その場合の数につ

いて理解させる。 

 ○  ◎ ものの並べ方とそ

の場合の数について

理解することができ

る。       

（観察、ノート） 

４ ４色のうち２色

を使って旗をつく

る場面で、旗が何通

りできるかを図に

かいて順序よく整

理して調べる。 

４つのものの中から

２つか３つを選んで並

べる並べ方と、その場

合の数について理解さ

せる。 

  ○ ◎ ４つのものの中か

ら２つか３つを選ん

で並べる並べ方と、

その場合の数につい

て、図や表を用いて

調べることを理解す

ることができる。 

（観察、ノート） 

５ 練習       

６ すべての行き方

を図や表にかいて

順序よく整理して

調べ、その中から条

件にあてはまる行

き方をみつける。 

 起こり得る場合を順

序よく整理し、目的に

合う行き方を選ばせ

る。 

 ◎  ○ 起こり得る場合を

順序よく整理し、目

的に合う行き方を選

ぶことができる。 

（観察、ノート） 

７  すべての道順を

図や表にかいて順

序よく整理して調

べ、その中から目的

に合うものをみつ

ける。 

 起こり得る場合を順

序よく整理し、目的に

合う道順を選ばせる。 

 ◎ ○  起こり得る場合を

順序よく整理し、目

的に合う道順を選ぶ

ことができる。 

（観察、ノート） 

８ みかんがほしい

人、バナナがほしい

人、両方ともほしい

人の人数から、みか

起こり得る場合を分

類、整理して問題を解

決させる。 

 ◎  ○  起こり得る場合を

分類、整理して問題

を解決することがで

きる。 



んだけがほしい人

とバナナだけがほ

しい人の人数を考

える。 

配るみかんの数

とバナナの数を求

める。 

（観察、ノート） 

９ 学習内容の自己

評価 

      

 

 

６ 本時の展開 

（１）目標  １つを残して組をつくる組み合わせと、その場合の数について調べること

ができる。 

（２）展開 

過

程 

学習活動、主な発問（Ｔ） 

予想される児童の反応（Ｃ） 
指導上の留意点・評価 

備考 

ICT活用 

 

導 

入 

８ 

分 

 

１ 前時の学習内容を振り返る。 

(T)前の時間にどのような学習を

しましたか。 

(C)４チームの組み合わせが何通

りあるかを考えました。 

 

２ 学習のめあてを決める。 

 

 

 

 

・前時までの学習を振り返り、本時の学

習への意欲をもたせる。 

・電子黒板を活用し、前時に学習した問

題を振り返り、図や表にかいて順序よ

く整理して調べることを確認させる。 

 

 

電子黒板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 問題を解く。 

 

 

 

(T)どのようにして考えたらいい

と思いますか。 

(C)図や表を使えばいいと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

能動型学習（ポイント） 

・学習形態を１人→グループ→全員とい

う流れで考えさせ、思考の広がりを図

る。 

・これまでの学習経験をもとに、図や表

にかいて問題解決に取り組ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 図や表を使って、組み合わせのつくり方を考えよう。 

問題１ ４人の中から３人を選びます。３人の組み合わせを全部かきましょう。 
    何通りできますか。 



 

 

 

 

展 

開 

30 

分 

 

 

 

〔図〕 ・  ・  ・  ・ 

    Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 

・  ・  ・  ・ 

〔表〕 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

○ ○ ○  

○ ○  ○ 

○  ○ ○ 

 ○ ○ ○ 

         答 ４通り 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

   × 

  ×  

 ×   

×    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 練習問題を解く。 

 

 

 

(T)問題１とどこが似ていますか。

どのようにして考えたらいいと

思いますか。 

(C)表を使えばいいと思います。 

(C)×をつけたらいいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ基準 落ちや重なりがないように図

と表の２通りの方法で調べることが

できる。 

<Ｂ基準に達していない児童への手立て> 

作業が遅れている児童には、表をかい 

たカードを渡し、表のかき方を伝える。 

 

徹底指導（ポイント） 

・１つの組が３つ以上になる場合は、図

では表現しづらいことを実感させる。 

・図にかいて考えるよりも表の方が見や

すいことを押さえる。 

・１つを除いたものになっていることを

理解させ、表の中に残すものを×で表

すとわかりやすいことに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・タブレットＰＣの中に問題を準備し、

タブレットＰＣを活用して問題を解

かせる。 

・５つの中から、４つを選ぶということ

は、１つを除く考え方となり、×で表

せばいいことに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

カード 

 

 

実物投影機 

 

 

タブレット

ＰＣ 

 

 

 

電子黒板 

◆知識・理解（観察、ノート） 

Ｂ基準 落ちや重なりがないように

図や表を用いて調べることができ

る。 

【言語活動】（設定の意図） 

４人の中から３人を選ぶ

場合は、表と図のどちらがわ

かりやすいかを伝え合いな

がら、自分の考えを広げ、深

めていく。 

問題２ ５人の中から４人を選びます。４人の組み合わせを全部かきましょ

う。 
     



〔表〕 

 

 

 

 

 

 

 

答 ５通り 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

    × 

   ×  

  ×   

 ×    

×     

・児童がタブレットＰＣにかいた表を電

子黒板に映しだし、他の児童に説明さ

せる。 

・作業が遅れている児童には、表をかい

たカードを渡し、４つを選ぶ考え方を

すればいいことを伝える。 

 

 

終 

末 

７ 

分 

５ 学習のまとめをする。 

(T)今日の学習で工夫したことを

もとにまとめましょう。 

 

６ 本時の感想を記入する。  

 

・どのように工夫して求めたのかを自分

の言葉でまとめさせる。 

・組み合わせのつくり方は、どのように

調べたらよいかをまとめさせる。 

・今日の学習でわかったことや初めて知

ったことをまとめさせる。 

 

 

 

 

 


